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ファッションを再考する。 

　ファッションの世界では、2015～17年くらいから当時バレンシアガのディレクターを務めるデ
ムナがビッグサイズ（オーバーサイズ）やボリュームのあるスニーカー、同じく当時のグッチ、ア
レッサンドロ ミケーレがカルチャーミックス、ジェンダーレスといったスタイルで、業界をはじ
め、世界中の街の装いを変えてしまうような大きなトレンドを生み出してから10年くらいが経
ち、その間に古着やヴィンテージブームもありながらもとりあえずひと段落した様子です。 
　ふと、何を着ることが「今」を捉えたファッションなのだろうと考えるような期間に入ってい
るように感じます。それと同時に、世界は引き続き戦争や災害も続いており、ファッションを楽
しむ気持ちの余裕すらない、というところが世の正直なところかもしれません。 

　しかし、そんな空白の期間で世の中のトレンドが定まっていないからこそ、改めて自分の好きや
想い、譲れないものなどを精一杯表現できる、しなければいけない時なのかもしれません。 
　ファッション（ここではお洋服のこと）にはシルエット、パターン、カラー、マテリアル、ディ
テールなどたくさんの要素が含まれていて、その一つひとつが集まって一着を創り上げています。
そして、その一つひとつの要素に自分の心身についてのアイデンティティ、特にその時の気持ちや
気分を重ねて選ぶことでその人らしいスタイリングが生まれます。 

　だからこそ私たちは、なぜこのデザインなのか、このディテールは何のためなのか、どういった
着心地か、どのように映るのか、などの視点からデザインの意味を大切にして、そのお洋服自身が
持つパワーがきちんと着る方に届くクオリティーであることを大切にセレクトしています。 
　そして、見てくださる皆様が、そんなお洋服たちとの対話を大切に選んでいただくことで今とい
う時代を捉え、そしてそれを着てこれから向かうポジティブな未来へと繋げることができると信
じています。 

　一人ひとりが輝くファッション、装いで街が埋め尽くされますように。そんな世界を頭に描きな
がら皆様のお洋服選びのお手伝いができればと思います。 
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